






















A 期と B 期の間に「琉球処分」
があり、B 期と C 期の間に沖縄
戦がある。若干時期はずれるが、


























































































































































































































































センター）Ref.C11110254900、第 32 軍参謀部日々命令録　昭和 20
年３月 29 日～昭和 20 年５月 22 日（防衛省防衛研究所）」。
（６）『首里城配置地図』は参考文献の『首里城入門』の地図をもとに、
記号などに加筆した。







2020 年）12 頁以下。『沖縄県神社庁誌』（沖縄県神社庁、1992 年）
350 頁以下。
【参考文献】
鳥越憲三郎『琉球宗教史の研究』（角川書店、1965 年）
碧水社編『琉球王府　首里城』（ぎょうせい、1993 年）
首里城研究グループ編『首里城入門』（ひるぎ社、1997 年）
野々村孝男『首里城を救った男―阪谷良之進・柳田菊造の軌跡』（ニ
ライ社、1999 年）
久手堅憲夫『首里の地名』（第一書房、2000 年）
加治順人『沖縄の神社』（ひるぎ社、2000 年）
後田多敦『琉球の国家祭祀制度―その変容・解体過程―』（出版舎
Mugen、2009 年）
『首里城の 25 年―平成の復元―』（沖縄美ら島財団総合研究センター
琉球文化財研究室、2017 年）
【付記】
建物や場所の名前は資料によって表記などが異なる場合もあるが、そ
のままとした。
形でつくられたのである。
沖縄神社は正殿を拝殿とし、世誇殿（地図＝ H）を
移築して社務所として活用、国王の遺体を安置した寝廟
殿前の金蔵（地図＝ I）あたりに本殿を配置していた。
正殿などの建物は修築されながら、1945（昭和 20）年
の沖縄戦で破壊されるまで存続したものもあった（注
９）。沖縄戦で破壊された沖縄神社は 1962 年、弁が嶽
に祠だけ再建された。
＊
首里城の歴史を概観すれば、利用のされ方の意味合
いも見えてくる。琉球国王城期（A 期）は王の生活空間
や統治の場で、王権の象徴だった。また、儀礼空間や国
家の「火ヌ神」などを祀る国家祭祀の空間でもあった。
その王城が接収されて B 期には日本軍駐屯地となり、
さらに日本国の神体系と結びつけられる沖縄神社とさ
れた。B 期の軍隊駐屯は二つの意味を持つ。一つは「琉
球処分」と結びついた熊本分遣隊、大龍柱を折り倒した
軍隊である。もう一つが沖縄を地上戦に巻き込んだ第
32 軍の司令部壕など、B 期末期における軍隊である。
琉球国の国家祭祀（A 期）の再編との関連でいえば、
B 期における沖縄神社の空間利用のあり方も重要だろ
う。沖縄神社では首里城の正殿は拝殿として利用され、
本殿は寝廟殿の手前あたり（金蔵あたり）にあった。沖
縄神社の創建に際して、国王の葬送や王位継承にとって
重要な空間が「日本」へと再編されたのである。空間の
役割や意味の読み替えである。
日本政府は「琉球処分」以後、琉球の国家祭祀を日
本の天皇を頂点とした祭祀へ再編しようと試みている。
その一つが神社の活用だった。琉球の伝統的な御嶽を神
社へ改編することを試みたり、新たな神社創建もなされ
たりした。御嶽の神社化は、琉球の火ヌ神や空間の持っ
ている意味の再編を伴っていた。御嶽における空間の役
割を日本や天皇と結びつけ、神社として読み替えて行く
方法である。しかし、御嶽祭祀の担い手が女性だったこ
ともあり、御嶽の神社化は簡単には進まなかった。
天皇を頂点とした日本の祭祀との関係でいえば、近
代沖縄における神社創建は伝統的な空間を琉球の歴史
から切り離すのにいい方法だった。首里城を活用した沖
縄神社はその象徴的なものだといっていいだろう。正殿
